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天神白書 2005 ～専門学校生が聞き出した本音の報告書～ 

◎インターネットスクール 
 現在いじめやひきこもりなどで不登校になる子供が増え、社会問題になっています。コミュニケーショ

ンに難があって不登校になってしまっている子供達も学校に通わせてあげたい。そこでインターネット

内に学校を設立し、入学した子供の家に教材を送りチャットなどを通じて学校同様の教育を受けさせま

す。学校で学ぶことは勉強だけではなく、時間を守るなどと言ったモラル面も育成する為、指定された

時間にはパソコンの前に座り、ネットで登校認証を済ませたりとなんら本物の学校と変わりません。し

かし、本当にその子供達に必要な事は自分の殻を破り、外に出てコミュニケーションを取る事です。そ

の為、夏休みなどを利用してパソコンの中から飛び出して、実際に遠足やボランティア活動といったも

のを実施し団体の中でのコミュニケーションスキルを高めさせます。 

◎スケボーパーク 
 ロサンゼルスのベニスビーチにスケボーパークを建設する。サーフィンから生まれたというバックボー

ンを持つスケートボーディングを表現する為、サーファー達のメッカであるベニスビーチにパークを建て

る意義があります。パークは入場する際に時間に応じて入場料を取り、またパークの出入り口にてウエ

アの販売も行います。ロサンゼルスは日本とは比べものにならないほどのスケーター人口があり、盛ん

だからこそ成り立つビジネスです。 
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繊研新聞 2005 年 8 月 19 日掲載

 

繊研新聞 2005 年 8 月 19 日掲載

繊研新聞 2005 年 8 月 15 日掲載

 
繊研新聞 2005 年 10 月 26 日掲載
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天神白書 2005 ～専門学校生が聞き出した本音の報告書～ 

 

繊研新聞 2005 年 5 月 23 日掲載

繊研新聞 2005 年７月 20 日掲載 
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繊研新聞 200４年 8 月 30 日掲載 

繊研新聞 200４年 12 月 9 日掲載

 
繊研新聞 200４年12月20日掲載
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天神白書 2005 ～専門学校生が聞き出した本音の報告書～ 

 
繊研新聞 2005 年 10 月 26 日掲載

繊研新聞 2005 年 1 月１2 日掲載


